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産卵場
西マリアナ海嶺周辺海域

ニホンウナギの
生態

西マリアナ海嶺の周辺
海域が産卵場所。東ア
ジアに来遊し成熟する
と、太平洋を回遊し再
び産卵場所に戻る。
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ス
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
量
が
減
少
傾
向
で
あ

日
本
の
食
文
化
が
失
わ
れ
る
？

稚
魚
の
不
漁
が
続
く
ウ
ナ
ギ

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
（
以
下
、
ウ
ナ
ギ
）

の
生
態
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
謎
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
か
ら

2
0
0
0
㎞
も
離
れ
た
西
マ
リ
ア
ナ
海

嶺
で
産
卵
す
る
こ
と
な
ど
、
徐
々
に
そ

の
生
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
海
洋
環
境
の
変
動
、

河
川
等
の
生
息
環
境
の
悪
化
や
乱
獲
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
私
た

ち
が
ウ
ナ
ギ
を
口
に
す
る
た
め
に
は
、

資
源
管
理
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
協
力
体
制
で

ウ
ナ
ギ
の
資
源
を
管
理

　
平
成
12
年
の
最
盛
期
に
は
約
16
万
ｔ

近
く
あ
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
国
内
供
給
量
が
、

平
成
27
年
に
は
約
5
万
ｔ
程
度
に
ま
で

減
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
養
殖
用
シ
ラ

完
全
養
殖
技
術
の

年に
養殖
立。

ウナギ種苗量産研究センター量産基盤グループ長の
田中秀樹さん。稚魚の量産技術の開発を牽引。

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
で
あ
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
、
近
年
そ
の
来
遊
量
が
激
減
し
、
養
殖
業
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
ウ
ナ
ギ
の
資
源
管
理
や
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
大
量
生
産
技
術
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

 
安
定
供
給
に
向
け
て

平成 12年をピークに供給
量は減少傾向。取引価格
も高騰傾向にある。

出典：農林水産省「漁業・
養殖業生産統計年報」、
財務省「貿易統計」
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ス
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
量
が
減
少
傾
向
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
供
給
の
大
半
を

補
っ
て
い
た
輸
入
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ

ナ
ギ
の
貿
易
取
引
の
制
限
に
よ
り
ピ
ー

ク
時
の
4
分
の
1
程
度
に
落
ち
込
ん
で

い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
日
本
、
中
国
、

台
湾
、
韓
国
（
現
在
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
も

参
加
）は
、ウ
ナ
ギ
の
持
続
的
利
用
を
確

保
し
て
い
く
た
め
の
協
力
体
制
を
築
き

ま
し
た
。
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
池
入
れ
量

の
制
限
、
養よ
う

鰻ま
ん

管
理
団
体
の
設
立
を
取

り
決
め
、
資
源
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
ウ
ナ
ギ
養
殖
業
を
農
林

水
産
大
臣
の
許
可
を
要
す
る
指
定
養
殖

業
に
し
、
業
者
ご
と
の
池
入
れ
数
量
の

上
限
を
設
定
す
る
仕
組
み
な
ど
を
設
け

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
に
一
般
社

団
法
人
全
日
本
持
続
的
養
鰻
機
構
を
設

立
。
民
間
ベ
ー
ス
で
も
ウ
ナ
ギ
資
源
の

管
理
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

減
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
養
殖
用
シ
ラ

完
全
養
殖
技
術
の

実
用
化
に
向
け
て

　
天
然
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
が
難

し
い
な
か
、
期
待
が
か
か
る
の
が
人
工

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
大
量
生
産
で
す
。
昭

和
30
年
代
に
始
め
た
養
殖
研
究
で
す
が
、

平
成
22
年
に
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

に
よ
っ
て
完
全
養
殖
に
世
界
で
初
め
て

成
功
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
も
商
業

レ
ベ
ル
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
技
術
的
に
は
確
立
し
て
い
る
が
、
ふ

化
し
た
仔し

魚ぎ
ょ

か
ら
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
へ
と

安
定
し
て
量
産
す
る
技
術
の
確
立
が
必

要
不
可
欠
。
技
術
や
コ
ス
ト
削
減
で
課

題
は
多
い
」
と
ウ
ナ
ギ
種
苗
量
産
研
究

セ
ン
タ
ー
量
産
基
盤
グ
ル
ー
プ
長
の
田

中
秀
樹
さ
ん
は
明
か
し
ま
す
。

　
前
例
が
な
い
中
、ウ
ナ
ギ
の
仔
魚（
レ

プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
幼
生
）
が
サ
メ
の
卵

を
よ
く
食
べ
る
こ
と
の
発
見
や
、
水
槽

の
形
状
や
注
水
方
法
の
改
良
な
ど
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
は
1
ｔ

の
大
型
水
槽
に
よ
る
飼
育
に
成
功
し
、

よ
り
生
存
率
を
高
め
、
安
定
さ
せ
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん

は
「
最
近
で
は
天
然
仔
魚
の
エ
サ
が
マ

リ
ン
ス
ノ
ー
（
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
骸

な
ど
）
と
報
告
さ
れ
、
エ
サ
の
改
良
の

余
地
も
考
え
ら
れ
る
」
と
研
究
に
余
念

が
な
い
様
子
。
さ
ら
に
「
育
成
は
非
常

に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
時
間
も
か
か
る
。
手

探
り
で
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め
る
し
か
な
い

が
、
で
き
る
だ
け
早
い
実
用
化
に
向
け

て
研
究
を
続
け
る
」
と
話
し
ま
す
。

水産総合研究センターで平成 14年に
誕生した人工ふ化ウナギ。完全養殖
は平成 22年に成功し、技術を確立。

ウナ
田中

施設には飼育用の水槽が並ぶ。ここでシラスウナギの
量産研究が日々行われている。

天然稚魚を育成した
親魚から卵をとり、授
精、ふ化させ、親魚
まで育成。さらにもう
一度卵をとることで完
全養殖が成り立つ。

　
国
際
的
な
資
源
管
理
と
と
も
に
、

国
内
で
の
ウ
ナ
ギ
の
資
源
管
理
の
体

制
が
整
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
国
内
の
主
だ
っ
た
養

鰻
県
で
、
産
卵
に
向
か
う
た
め
に
河

川
か
ら
海
に
下
る
時
期
（
お
お
む
ね

10
月
〜
翌
年
3
月
）
の
ウ
ナ
ギ
の
採

捕
が
禁
止
ま
た
は
自
粛
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
内
水
面
漁
業
者
ら

自
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
取
り
組
ま
れ

た
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
河
川
や
海
域
で

の
生
息
状
況
の
調
査
を
は
じ
め
、
ウ

ナ
ギ
の
生
息
環
境
を
改
善
す
る
た
め

の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鹿児島県のウナギ採
捕禁止のポスター。
同県では、10～ 12
月の内水面および海
面でのウナギ採捕を
禁止している。

［稚魚］
天然シラスウナギ

卵

［親魚］
天然ウナギや天然シラスウナギを
育てて成熟させたウナギ

［稚魚］
人工シラスウナギ

［成魚］
人工ウナギ

完全養殖の
サイクル

ナギナギナギナギナギナギナギナギナギナナナ ををををををををを

完全養殖のサイクル
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